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1) ヶγプリック資本論争の推移，論点，および評価について[4J ( 6 J (19 J (20J (23J (26)(35J (37J 
参照。
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。) 全ての産業において，必ず直接労働が雇用される。
記号を次のように定義する。
















が成立する9l(このとき>X>Oである〕。 ζDことを A が生産的であると呼ぶ。
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10) [18] p. 120， p.136参照.
11) [33] p. 27， [34] p. 21参照.







2. (2)住)より η コの価格を消去できる1へこうして得られる関係は， (4)のタ
ームで測られた実質賃金率と利潤率邑の関係である。すなわち，要素価格フロ
ンティア(賃金曲線〉である。ここで， (4)のタームの実質賃金を w'とすれは二















12) 自由度 のとの悼系をどのよう巳閉じるm 互いう議論は[3][20)参用岨
13) 資本係数行田UAは丹解不能かっ生産的である.























を満す。 E*は nXn行列で.J-J要素のみが L 他の要素は全てゼロとする。
14) スヲヅファはこの体系を小体系 (Sub-system)と呼んでいる [33Jp. 89.付録B参照.










dP ，~ .•• ，.l d 
(8) dw'同一(1十r)AI=表，PA十L











15) [18J p. 11-17害見
16) [38J p. 11番照a
17) (2)'において，[1-(l+r)AJ-'=1十(1+r)A +，+(1 +r)' A'+ であるから，価格は各生
産段i階で投入された労働量に骨解できる.スヲッウァはこれを「日付のある#働量への還元」と
呼んでいる[33J6牽参照図










したのかを見極めることが可能であるかどうか考えτみよう。ニ z メレー ノレを
あとすれば，pjPiの変化は，商品 zと商品Jの分配変化にともなう治元自変
化に依存する。それゆえJ pjを不変と仮定できない限り 19)，Piの変化。方向
について判断する根拠はない。 また， 産業tの資本集約度から p，の変化の方













20) ，分配を規制する法則を決定するためには」分配率をE確に知ることが必要であった [24Jp 
43， [25J参照。

















? ?〕??ー↑ ??? ?
ということである。賃金単位タームの価格ベクターを Pwとすれば.Mは，
M' Pw=(l+r)PwA十L
~o は (n+l) コの未知数と n 本の方程式から成る。 jflJ潤率を与件とすれば，
未知数と方程式の数が一致するので，賃金単位の価格が決定するかに見える 3







24) 利潤率が正であれば，同一商品。支配昔働量は投下労働量より大きい(16)p. 71， しかし，そ
のととをもって，主配苦闘ター ム白価格と投下労働量を比較することは何の意障ももたない(16)
p.73審照e
























25) このような方法論的な特徴は， [2 J 1章， [3 J 1章参照， Marxの支配労働量に対する批判は
[15J同訳冊分 p.50審照.
26) [4 J毒照。
78 (398) 第 115巻第'.5号
L[.lE-AI=O 














































_...-Tl "'"' J ，: -.- dP であれば，£7PA+L=0となる。 と」ろで，恒r5，RのもとT，五件。




29) [19J P. 45参里L
30) 他に，[lー C!+r)A]=O0)場合が考えられる.しかし，この場合，産業が二コ以上あれば，ノ
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h=(1+γ)L;aり，pι十n/lj (j=l， "'， n) 
こよで，.7産業の純生産物に対する生産手段の価値比率を cノとすれば.
32) ここでは，理論上考えられる尺度商品と現実の商品を比較している6つである.
82 (4位〉 第 115巻第4.5号
同 cf=金吾些{jPi=~官 '+γL:.a，jt，. ~aiJÞ. 
資本集約度 l;/I:.凪jt，が均等でない限り，純生産物・生産手段比率は均等では
ない。しかし，ゼロ賃金の場合のみ，
C'l =cl=" .. =c'..=R 
となり，均等であるお)。 したがって，前節で述べたゼ戸賃金の場合は，純生産







































































































で，利潤率を与えれば標準純生産物タ ムの実質賃金を得る。 なぜなら r=
R(lー な〉は資本集約度が均等の場合か，標準商品を三ュメレーノレにする場合
34) 標準商品は注20)の条件を満たしている也
35) [37) P. 317書照.














( 1 P ，_.， 1 P 
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